




 

調査目的 

 経口避妊薬服用婦人が避妊薬服用中止後に妊娠した場合,避妊薬に含まれる

progestogen や estrogen,あるいは両者の影響が中止後にも及び,服用中止後の

早期の 1～3カ月間は月経不順となり,とくに卵胞期が延長することが多い。正

常排卵周期とは異なると考えられる,このような内分泌環境下で妊娠した場合,

卵胞期の延長にともなう変性卵の受精などにより,児の奇形の出現が懸念され

る。その因果関係を明らかにする目的で臨床的な検討を行なった。 


